
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/14～15インターアクト研修会が開催されました。 

川窪次年度委員長、中村次年度副委員長、武井副委員長 

玉利会長エレクトが参加されました。 

 

 

 

 

 

 

●出席委員会報告出席率向上にご協力を！       

出席報告 第２７１４例会 5.28訂正 

会員数 ４０（34）人 ４０（34）人 

出席数 ２０（19）人 ２３（21）人 

出席率 ５７．１４％ ６３．８９％ 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

6/19(木) 

クラブ協議会 山 形 屋 東南 
6/24(火) 

★最終夜間例会 サンロイヤル 

北 ★チャーターナイト記念例会 ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 ★会長幹事任期を終えて 東 急 イ ン 

サ ザン クラブ協議会 東 急 イ ン 西 
6/25(水) 

クラブ協議会 山 形 屋 

鹿 児島 6/20(金) クラブフォーラム 山 形 屋 西南 ★最終夜間例会 ゆ う づ き 

中 央 6/23(月) レディース例会 山 形 屋     

 

●今後の予定 

6/25（水） 第 9 回クラブ協議会（年度末懇親会） 

7/2（水） 第 1 回クラブ協議会（方針発表） 

7/9（水） 
第 2 回クラブ協議会 

（ガバナー公式訪問前の補佐訪問）） 

 

 

外部卓話  安全の維持確保と人の意識 

鹿児島市消防局長 山下 裕二 

 本日は、歴史ある鹿児島南ロータリークラブへお招きいただき感謝申し上げます。 

また、平素から市政並びに本市消防行政の推進にご理解とご協力を賜り、衷心から 

厚くお礼申し上げます。このような席において、お話させていただくことに恐縮し 

ていますが、これまでの消防生活の中で感じたことをお話させていただきたいと存 

じます。 

 人間が生活する中に、安全を維持することの難しさがあります。それは、人が生まれながらにもった弱点を持

っているからであり、無知・忘却・勘違い・不精など挙げられ、これらが相乗して、事故や被害の拡大を招きま

す。 危機に際すると人は、心理的に危険を軽視しようとする傾向があり、やはり、「もしかしたら」に気持ちを

傾けて、周囲の状況確認を行っていただきたいと思います。 

 「天災は忘れた頃に来る。」という言葉がありますが、教訓を忘れた・・・では済まない現実があります。過去

に災害や事故により被害を受けたことのある人であれば、その時の教訓を心に刻み、同じ被害を被らないように

意識しますが、その経験がないと危機管理の意識が薄くなるものです。 

 そこで、日常的に防災意識を高める視点を養成しなければなりません。想定される災害や事故に向けてそれぞ

れの立場において、その組織に必要となる具体的な対応を、全員で知恵を出し、事前に対策を講じる必要があり

ます。「もし自分の周囲で同様の事案が起きたら。」と思いを馳せることが、危機に対処する一番のワクチンです。 

 防災対策の推進に即効薬も特効薬もありません。人の五感と行動力だけが拠り所です。人が意識をどれだけ高

められるかで防災・減災は決まります。いつ訪れるか分からない災害に対し、それぞれの立場で取り組んでいた

だきたいと思います。 

 

 

  

次年度理事役員会 

 

クラブ行事予定

表、予算案、記

念品、会長方針、

理事役員方針、

委員会構成表、

すべて承認され

ました。 


